


令和7年度認定看護管理者教育課程ファーストレベル修了者 
フォローアップ研修(令和8年度実施) 開催要項　



１ 目　　 的    看護管理者教育課程ファーストレベル修了後の看護管理実践を振り返り、看護管理者としての今後の方向性を見出す。

2  目　　 標　  看護管理者教育課程ファーストレベル修了後の自己の変化や研修の学びを意図的に活用した事例などについて共有し、看護管理を行う上での新たな自己課題を見出すことができる。

3  主　　 催    公益社団法人福島県看護協会


4  日     時　  令和8年9月4日（金） 　  10：00 ～ 16：00
　　　　　　　　   受付　　　   　　　 　　 9：20 ～  9：55　
　　　　　　　     オリエンテーション       9：55 ～ 10：10  
　　　　　　 　    研修　　　　　　　      10：20 ～ 16：00  

5  会    場     福島県看護会館みらい

6  対    象     令和7年度認定看護管理者教育課程ファーストレベル修了者

7  内　　容　   別紙プログラムの通り

[bookmark: _Hlk184832547]8  受 講 料　　 無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[bookmark: _Hlk184832674][bookmark: _Hlk153892750][bookmark: _Hlk184833283]9  申込方法     申込期間内に福島県看護協会ホームページの「研修情報管理システム（イージーセミナー）」から申込みを行う。
[bookmark: _Hlk184832618]10 申込期間     令和8年7月1日（水）～ 25日（土）　

11 事前課題　　 別紙１を参照し準備を行う。


12  問合せ先     公益社団法人福島県看護協会　教育・事業課
　　　　　　　　 　〒963-8871　郡山市本町1丁目20番24号　☎ 024-934-0512
   　メールアドレス　　watanabe@fna.or.jp








令和7年度認定看護管理者教育課程ファーストレベル修了者
フォローアップ研修(令和8年度実施) プログラム　　
 

１ 目 的    看護管理者教育課程ファーストレベル修了後の看護管理実践を振り
返り、看護管理者としての今後の方向性を見出す。

2　目 標　  看護管理者教育課程ファーストレベル修了後の自己の変化や研修の学びを意図的に活用した事例などについて共有し、看護管理を行う上での新たな自己課題を見出すことができる。

3　内 容 

1) 報告・意見交換

(1)  統合演習のグループで5か所の会場に分かれて報告と意見交換を行う。
・みらいホールＡ   ・みらいホールＢ  　       　
・研修室２ 　　　　・研修室３　　　・研修室４ 　

　　 　(2) 進め方
       　 9：55～10:20 移動・役割分担（進行・タイムキーパー・記録）
10：20～13:00
 　　テーマ 「研修受講後の自己の変化や研修の学びを意図的に活用した
事例について」

・報告4 分/人　 意見交換　3分/人、 移動　1分/人　　計8分/人
　　　　　　  ・進行、記録、タイムキーパーは、受講者が行う。
　　　    ・中間で10分前後の休憩を取る。

13:00～14:00 　昼休み　 みらいホールへ移動

　　　　  
2) 講演・ 意見交換　
　　　   14:00～15:00　
講演 　「先輩からのエール ～看護管理者に期待すること～」
講師　 福島県立医科大学附属病院
副院長兼看護部長 認定看護管理者  二丹　玲子　　
　
	15：00～15：30
15：30～15：50
15：50～16：00
16：00　
	意見交換　（講師と共に）
ふり返り
挨拶　・　アンケート
終了　







 別紙１　　　　　　　　　　
令和７年度認定看護管理者教育課程ファーストレベル修了者
  フォローアップ研修(令和８年度実施)の事前課題について

[bookmark: _Hlk132203274][bookmark: _Hlk132200889]１ 目  的    認定看護管理者教育課程ファーストレベル修了後の看護管理実践を振り返り、
看護管理者としての今後の方向性を見出す。

2 目　標　  看護管理者教育課程ファーストレベル修了後の自己の変化や研修の学びを
意図的に活用した事例などについて共有し、看護管理を行う上での新たな自己課題を見出すことができる。

3　内 容   ・修了者は、各施設で上司、同僚等と情報交換を行い、研修の学びを実践する。
・可能な限り「看護管理実践計画書」に基づいて、アクションプランを実践する。
・研修後の自己の成長について振り返る。
・次年度の9月に研修の学び活用について報告、共有し今後の課題を見出す。
・修了者のネットワーク作りを深める。
4　事前課題について　　　　 
パワーポイントを用いて、４スライドを作成する。スライドの構成は次の通り。
ｽﾗｲﾄﾞ
内　容
１
テーマ 「　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　」

受講番号　　　　G　　氏名

部署の特徴
　病床数　　　　機能　など
自身の役割
２
1 テーマの説明

2 研修の学びを意図的に活用した事例
３
研修の学びを意図的に活用した事例
４
3 研修後の自己の変化


4 　今後の方向性
※ 文字の大きさは28ポイント以上とする。
　※ 簡潔に、分かりやすくまとめる。
























5 課題提出　令和8年7月1日（水）～25日（土）

6 提出方法　申込時に「申込資料添付」としてアップロードする。

7 報告会      
	1)
2)
3)
4)
 5）
	報告会は、統合演習報告会グループ2G（10名）が5つの会場に分かれて行う。
提出した課題をまとめた資料集を用いて、一人ずつ報告する。
一人の持ち時間は、報告4分間・質疑応答2分間・移動1分間の計７分間とする。
進行・タイムキーパー・記録は、受講者間で担当する。
アドバイザーは、認定看護管理者教育課程運営委員が担当する。



事務担当　福島県看護協会　教育・事業課　　渡邊由美子　Tel　024-934-0512
